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ブリテンの国制変容とスコティッシュ・ナショナリズムのゆくえ

1

一
　
は
じ
め
に

二
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
問
題
の
決
定
的
な
解
決
？

　
㈠ 

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
た
め
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
投
票
（
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
）

と
は

　
㈡
　
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
「
問
題
化
」
と
批
判

　
㈢
　
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
に
対
す
る
評
価
と
支
持
者
像

三 

　
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な

る
権
限
移
譲

　
㈠
　
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
過
程
と
移
譲
権
限
の
概
要

　
㈡
　
世
界
で
も
っ
と
も
権
限
移
譲
さ
れ
た
地
域
議
会
？

四 

　
二
〇
一
五
・
二
〇
一
七
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
と
新
た
な
分
断
線

―

二
度
目
の
住
民
投
票

　
㈠ 

　
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
「
津
波
」

―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
二
〇
一
五

年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の
結
果

　
㈡ 

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
残
留
／
離
脱
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
ス
ウ
ェ
ル
・

コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン

　
㈢ 

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
二
〇
一
七
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
と
二

度
目
の
独
立
住
民
投
票
？

五
　
お
わ
り
に

 

髙

橋
　
　

誠

ブ
リ
テ
ン
の
国
制
変
容
と

　
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ゆ
く
え
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一
　
は
じ
め
に

　
政
治
・
経
済
・
社
会
的
文
脈
の
変
容
に
つ
れ
、
政
治
的
理
念
・
運
動
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
リ
フ
レ
ク
シ
ブ
に
姿
を
変
え
て
い

く
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
・
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
特
に
「
出
来
事
」（event

）
の
後
に
ネ
イ
シ
ョ
ン
性
（nationness

）
は
再
編

成
さ
れ（
1
）る。
つ
ま
り
、「
出
来
事
」
は
人
び
と
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
認
識
枠
組
み
を
変
化
さ
せ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
政
党
は
そ
う
し

た
「
出
来
事
」
を
組
み
込
ん
だ
か
た
ち
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
展
開
の
た
め
の
正
当
化
戦
略
の
軌
道
修
正
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
独
立
住
民
投
票
は
、
一
七
〇
七
年
か
ら
三
〇
〇
年
以
上
続
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
連
合
の
継

続
／
解
消
に
関
す
る
決
定
を
め
ぐ
る
投
票
で
あ
り
、
歴
史
的
な
「
出
来
事
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ（
2
）う。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
連
合
か
ら
の
残
留
／
離
脱
を
め
ぐ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
も
ま
た
大
き
な
「
出
来
事
」
で
あ
っ（
3
）た。

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
独
立
住
民
投
票
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
関
係
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
は
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
政
治
的
な
動
き
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
残
留
／
離
脱
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
の
ひ
と
つ
の
原
動
力
と
な（
4
）り、
い
わ
ゆ
る
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ト
が
地
域
に
お
け
る
結
果
の
明
白
な
差
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
度
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
二
度
目
の
住
民
投
票
の
議
論
が

広
が
る
か
に
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
で
は
こ
れ
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
の
中
心
的
な
主
体

で
あ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（Scottish N

ational Party=SN
P

）
の
支
持
が
低
下
し
、
長
年
低
迷
し
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保

守
党
が
議
席
を
大
幅
に
増
や
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
二
〇
一
四
年
九
月
に
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
住
民
投
票
以
降
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

ブ
リ
テ
ン
の
国
制
変
化
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
構
成
は
、
ま
ず
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
た
め
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
投
票
」（English votes 
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for English law
s

）
に
つ
い
て
述
べ
、
第
三
節
で
は
独
立
住
民
投
票
直
前
に
保
守
・
労
働
・
自
民
党
の
党
首
に
よ
っ
て
誓
約
さ
れ
た
さ
ら

な
る
権
限
移
譲
に
つ
い
て
、
そ
の
法
制
過
程
を
跡
づ
け
、
具
体
的
な
内
容
の
概
要
を
示
す
。
第
四
節
で
は
二
〇
一
五
・
二
〇
一
七
年
イ
ギ

リ
ス
総
選
挙
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
結
果
分
析
を
参
照
し
、
後
者
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｕ
残
留
／
離
脱
国
民
投
票
と
の
関
連
も

考
察
し
な
が
ら
、
二
度
目
の
独
立
住
民
投
票
の
展
望
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
問
題
の
決
定
的
な
解
決
？

㈠
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
た
め
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
投
票
（
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
）
と
は

　
ま
ず
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
運
動
に
連
動
し
た
政
治
的
対
応
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
感
情
の
高
ま
り
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
国
制
上
の
変
化
を
取
り
上
げ
る
。
国
制
変
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
ス
ピ
ー

チ
で
表
明
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
独
立
住
民
投
票
で
反
対
票
が
賛
成
票
を
上
回
っ
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
投
票
翌
日
の
朝
七
時
か
ら
行
わ

れ
た
。

　
ス
ピ
ー
チ
冒
頭
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
、
独
立
住
民
投
票
の
結
果
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
び
と
に
よ
る
四
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
か
ら
成

る
国
家
の
存
続
へ
の
明
確
な
表
明
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
示
し
た
後
、
独
立
住
民
投
票
は
イ
ギ
リ
ス
統
治
の
あ
り
方
を
変
容
さ
せ
る
機

会
で
あ
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
統
治
の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
に
賛
成
し
た
人
び
と
に
も

耳
を
傾
け
、
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
の
実
現
へ
向
け
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
た
だ
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

た
め
の
公
平
で
新
し
い
取
り
決
め
（settlem

ent

）
は
イ
ギ
リ
ス
他
地
域
と
の
取
り
決
め
と
並
行
的
に
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
同
時
に
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
言
葉
を
引
用
す
れ
ば
、「
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
論
議
に
欠
け
て
い
る
の
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
あ

り
…
…
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
び
と
の
声
を
聴
い
た
今
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
何
百
万
の
声
も
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
関
連
法
の
た
め
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
投
票
問
題

―
い
わ
ゆ
る
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題

―
の
決
定
的
な
（decisive

）
答
え

が
必
要
と
な（
5
）る」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
ス
ピ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
問（
6
）題」
と
「
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
問
題
」
を
融
合
さ
せ
、
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
へ
の
解
決
に
本
格
的
に
乗
り
出
す
こ
と
を
独
立
住
民
投
票
直
後
に
宣
言
し

た
の
で
あ
る
。

　
ヘ
イ
ゼ
ル
は
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
問
題
」
を
、
㈠
ユ
ニ
オ
ン
の
な
か
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
立
場
、
㈡
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
の
地

域
主
義
に
大
別
す（
7
）る。
こ
こ
で
は
、
前
者
の
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
と
り
わ
け
一
九
九
八
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
後
に

主
に
保
守
党
の
主
導
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
議
事
規
則
（standing order

）
と
し
て
下
院
で
可
決
さ
れ
た
「
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
法
の
た
め
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
投
票
」（
以
下
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
と
省
略
）
に
関
し
て
述
べ
る
。

　
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
と
い
う
方
策
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
」（W

est Lothian Q
uestion

）
に
対

す
る
解
決
策
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
選
挙
区
で
あ
る
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
選
出
の
労
働
党
議
員
タ
ム
・
ダ
ル

イ
ェ
ル
（Tam

 D
alyell

）
が
一
九
七
七
年
の
国
会
で
の
権
限
委
譲
に
関
す
る
議
論
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
疑
問
を
呈
し
た
こ
と
か
ら
命

名
さ
れ
た
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
選
挙
区
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
選
出
議
員
は
、
七
一
名
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
三
六
名
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
と
多
数
の
北
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
人
（U

lsterm
en

）、
少
な
く
と
も
一
一
九
名
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
そ
し
て
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
議
員
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
治
に

重
要
な
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
し
ば
し
ば
決
定
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
選
出
議
員
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
事
項
に
関
す
る
発
言
権
が
な
い
こ
と
に
ど
れ
だ
け
寛
容
で
い
ら
れ
る
だ
ろ
う（
8
）か。
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つ
ま
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
の
地
域
で
選
出
さ
れ
た
議
員
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
懸
案
事
項
に
関
し
て
発
言
権
や
投
票
権
と
い
っ
た
影
響

力
を
も
つ
の
に
対
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
選
出
議
員
は
イ
ギ
リ
ス
の
他
地
域
の
議
会
へ
権
限
移
譲
さ
れ
た
事
項
へ
の
影
響
力
を
も
つ
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
不
均
衡
な
状
態
が
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
は
こ
の
問
題
へ
の

解
決
策
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
例
え
ば
二
〇
〇
五
年
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
議
員
の
定
数
が
七
二
か
ら
五
九
議
席

に
削
減
さ
れ
た
こ
と
も
ひ
と
つ
の
解
決
策
で
あ
っ（
9
）た。

　
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
の
解
決
は
長
き
に
わ
た
っ
て
保
守
党
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
よ
う
な
解
決
案
も
す
で
に
二
〇

〇
一
年
総
選
挙
時
の
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
明
記
さ
れ
て
は
い
た
。
た
だ
、
保
守
党
が
本
格
的
に
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

強
め
た
の
は
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
保
守
党
党
首
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
）
10
（
る
。

　
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
二
〇
〇
五
年
に
保
守
党
党
首
に
就
任
し
て
か
ら
、
保
守
党
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
、
二
〇
一
〇
年
に
自
民

党
と
連
立
政
権
を
組
ん
だ
後
に
は
マ
ッ
ケ
イ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
、
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
解
決
の
た
め
に
国
会
で
の
投
票

形
式
の
改
正
案
を
案
出
し
て
き
た
。
二
〇
一
四
年
九
月
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
と
っ
て
は
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
の
決
定
的
な
解
決
策
と
し
て

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
が
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
二
つ
の

ネ
イ
シ
ョ
ン
の
「
問
題
」
を
関
連
づ
け
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
は
法
律
改
正
と
い
う

形
で
は
な
く
、
議
事
規
則
の
改
正
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
改
正
案
は
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
賛
成
三
一
二
、
反
対
二
七
〇
と
い
う
賛
成
多

数
に
よ
っ
て
下
院
で
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
規
則
の
改
正
に
よ
る
法
制
過
程
で
明
記
す
べ
き
特
徴
）
11
（

は
、
㈠
複
数
の
段
階
に
お
い
て
下
院
議
長
（speaker

）
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
専

権
事
項
の
認
証
を
行
う
こ
と
、
㈡
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
専
権
事
項
の
法
制
化
プ
ロ
セ
ス
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
選
出
議
員
と
全
下
院
議
員
の
二
重
の

拒
否
権
（double veto

）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
の
地
域
か
ら

の
批
判
を
生
む
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
批
判
を
避
け
る
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、
翻
っ
て
今
度
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
声
が
反



法学政治学論究　第124号（2020.3）

6

映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
を
生
む
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

㈡
　
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
「
問
題
化
」
と
批
判

　
Ｓ
Ｎ
Ｐ
や
同
党
選
出
の
国
会
議
員
は
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
懸
念
を
示
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
「
問
題
化
」
を
行
っ
て

い
る
。
第
一
の
懸
念
は
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
歳
出
を
基
準
と
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
財
源
拠
出
方
式
で
あ
る
バ
ー
ネ
ッ

ト
方
式
の
帰
結
（Barnett consequentials

）
と
関
連
す
る
。
例
え
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
の
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
民
営
化
に
よ
る
政
府
歳
出
の
削
減
に

連
動
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
財
政
配
分
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
バ
ー
ネ
ッ
ト
帰
結
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
帰
結
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
議
員
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
専
権
法
の
議
論
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
懸
念
で
あ
る
。
第
二
に
、
下
院
議
長
が
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
専
権
法
案
決
定
を
行
う
こ
と
に
よ
る
政
治
的
介
入
に
対
す
る
懸
念
で
あ
）
12
（

る
。
国
会
討
論
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
議
員
は
、
同
様
の
懸
念
や
Ｅ

Ｖ
Ｅ
Ｌ
が
二
つ
の
階
級
の
国
会
議
員
を
生
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
呈
し
て
い
）
13
（
る
。

　
こ
う
し
た
懸
念
は
、
㈠
議
長
の
政
治
化
、
㈡
国
会
議
員
の
二
階
級
化
、
㈢
政
府
の
整
合
性
の
浸
食
、
㈣
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
た
め
の
声
の

欠
如
、
㈤
複
雑
性
と
い
う
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
へ
の
主
要
な
批
判
の
一
部
で
あ
る
。
ケ
ニ
ー
と
ゴ
ー
ヴ
ァ
ー
は
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
実
行
か
ら
一
年
あ
ま
り

の
調
査
に
よ
っ
て
、
㈠
は
実
際
に
政
治
問
題
化
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
㈠
、
㈡
と
も
に
二
重
の
拒
否

権
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
）
14
（
る
。
た
だ
し
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
帰
結
に
関
し
て
は
、
予
算
上
乗
せ
の
提
案
は
議
会
の
権

限
で
は
な
く
、
議
員
に
と
っ
て
政
策
の
法
制
化
が
移
譲
さ
れ
た
行
政
項
目
予
算
の
低
減
案
に
対
し
て
反
対
す
る
唯
一
の
機
会
で
あ
る
た
め
、

バ
ー
ネ
ッ
ト
帰
結
は
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
の
見
解
に
は
同
意
で
き
な
い
と
し
て
い
）
15
（

る
。
二
重
の
拒
否
権
が
組
み
込
ま
れ
た
こ

と
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
た
め
の
声
の
欠
如
と
い
う
批
判
は
残
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
は
三
一
二
対
二
七
〇
票
で
可
決
さ
れ
た
。
賛
成
票
の
す
べ
て
が
保
守
党
議
員
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

う
し
た
事
実
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
得
票
率
の
高
い
保
守
党
の
政
治
算
術
が
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
背
景
に
あ
る
と
い
う
疑
念
を
生
む
要
因
に
な
る
と
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と
も
に
、
支
持
の
偏
り
は
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
に
対
す
る
多
く
の
批
判
を
生
む
要
因
に
な
る
。

　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
「
保
守
党
と
ユ
ニ
オ
ン
」
と
い
う
論
文
で
、
保
守
党
は
自
身
を
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
党
と
み
な
す
こ
と
を

放
棄
し
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
）
16
（
る
。
論
考
の
な
か
で
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
、「
保
守
党
は
徐
々
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
他
地
域
に
い
く
つ
か
の
脅
威
を
も
た
ら
す
よ
う
な
別
の
実
体
（separate entity

）
と
み
な
し
て
き
て
い

る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
）
17
（

る
。
そ
の
「
い
く
つ
か
の
脅
威
」
と
は
、
㈠
フ
ァ
ス
レ
ー
ン
の
原
子
力
潜
水
艦
へ
の
脅
威
、
㈡
バ
ー
ネ
ッ

ト
方
式
に
よ
る
不
公
平
な
配
分
、
㈢
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
で
あ
る
。

　
上
述
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
は
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
へ
の
解
決
策
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
制

度
を
核
と
し
て
構
成
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
家
の
主
権
を
保
持
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
、
ユ
ニ
オ
ン
の
護
持
を
副
次
的
な
目
的
と

す
る
新
た
な
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ト
ー
リ
ー
主
義
（N

ew
 English Toryism

）
の
顕
現
で
あ
る
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
理
解
し
て
い
る
。

　
確
か
に
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
向
け
た
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
保
守
党
が
ユ
ニ
オ
ン
の
た
め
の
政
党
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
長
年
保
守
党
政
治
の
枠
組
み
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ッ
グ
の
象
徴
で
あ
る
ユ
ニ
オ
ン
と
帝
国
、
そ
し
て
一
つ
の
国
民
政
党
と
し

て
の
ア
ピ
ー
ル
を
顧
み
な
い
ト
ー
リ
ー
的
な
ル
ー
ツ
へ
の
回
帰
の
声
が
保
守
党
内
部
で
大
き
く
な
り
は
じ
め
て
い
る
と
い
）
18
（
う
。

㈢
　
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
に
対
す
る
評
価
と
支
持
者
像

　
続
い
て
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
に
関
す
る
有
権
者
の
態
度
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
ら
は
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
と
い
う

政
治
的
取
り
決
め
に
高
い
支
持
を
示
し
て
い
る
の
は
自
身
を
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
と
同
定
す
る
者
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
独
立
党
の
支

持
者
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
）
19
（
る
。

　
続
い
て
、
ケ
ニ
ア
リ
ー
ら
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
問
題
へ
の
解
決
策
と
し
て
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
ほ
か
に
地
方
議
会
や
都
市
圏
へ
の
権
限
と
い
う
選

択
肢
を
加
え
、
さ
ら
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
下
位
地
域
へ
細
分
化
す
る
こ
と
で
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
に
関
す
る
よ
り
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
）
20
（
る
。
彼
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ら
は
多
変
量
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
支
持
と
社
会
的
属
性
、
党
派
性
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
財
政
の
公
平
性
へ
の
評
価
な
ど
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
年
齢
が
上
が
る

ほ
ど
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
へ
の
支
持
が
有
意
に
高
ま
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
社
会
的
属
性
は
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
支
持
の
高
低
に
有
意
な
関
係
が
な
い
こ

と
。
ジ
ェ
フ
ェ
リ
ー
ら
の
調
査
結
果
同
様
、
保
守
党
支
持
者
を
基
準
に
し
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
独
立
党
支
持
者
に
よ
る
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
へ
の
支

持
が
顕
著
で
あ
り
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
は
な
く
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
自
己
同
定
す
る
ほ
ど
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
へ
の
支
持
が
低
下
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
財
政
的
分
け
前
へ
の
不
公
平
感
が
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
へ
の
支
持
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
は
次
の
よ
う

な
調
査
結
果
も
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
現
状
維
持
、
地
方
議
会
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
会
設
置
と
比
較
す
る
と
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
へ
の
支

持
は
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
問
題
へ
の
解
決
策
と
し
て
過
半
数
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
な

い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
果
を
受
け
て
、
彼
ら
は
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
施
行
が
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
問
題
」
を
包
括
的
に
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

　
以
上
の
調
査
結
果
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
見
解
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
ゴ
ー
ヴ
ァ
ー
と
ケ
ニ
ー
は
「
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
に
決

定
的
な
解
答
を
出
す
と
い
う
よ
り
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
は
イ
ギ
リ
ス
各
地
で
議
会
統
治
の
地
域
的
正
統
性
に
関
す
る
新
し
く
解
決
困
難
な
一
連
の

問
題
の
ふ
た
を
開
け
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
）
21
（

る
。
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
に
対
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
び
と

の
態
度
に
関
し
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
テ
ィ
ス
が
述
べ
る
よ
う
に
調
査
数
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、
二
〇
一
五
年
一
月
に
行
わ
れ
た
二
つ
の

世
論
調
査
で
は
お
お
よ
そ
半
数
の
回
答
者
が
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
を
支
持
し
て
い
る
と
い
）
22
（

う
。
こ
の
数
字
に
関
し
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
よ
る
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ

の
問
題
化
や
バ
ー
ネ
ッ
ト
帰
結
如
何
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
以
上
の
議
論
か
ら
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
治
形
態
の
あ
り
方
、
ひ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
国
制
変
化
の
序
章
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
）
23
（

う
。
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三 

　
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限

移
譲

㈠
　
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
過
程
と
移
譲
権
限
の
概
要

　
続
い
て
、
住
民
投
票
翌
朝
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
設
置
を
表
明
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
の
た
め
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
論
じ
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
置
は
、
直
接
的
に
は
二
〇
一
四
年
九
月
の
独
立
住
民
投
票
二
日
前
に
イ
ギ
リ
ス
主
要
三
政
党
の

党
首
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ま
で
足
を
運
び
、
独
立
住
民
投
票
で
反
対
多
数
と
な
っ
た
場
合
で
も
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
を
「
誓
約
」（the 

Vow

）
し
た
こ
と
に
起
因
す
）
24
（

る
。
住
民
投
票
直
前
に
世
論
調
査
で
独
立
反
対
が
優
勢
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
れ
ば
、
さ
ら
な
る
権

限
移
譲
の
具
体
的
な
内
容
は
二
〇
一
五
年
五
月
の
総
選
挙
で
の
争
点
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
住
民
投
票
直
前
の
世
論

調
査
で
独
立
賛
成
／
反
対
支
持
率
が
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
保
守
・
労
働
・
自
民
党
と
い
う
三
政
党
の
合
意
に

よ
っ
て
こ
の
誓
約
は
も
た
ら
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
背
景
に
は
未
決
の
有
権
者
の
反
対
票
へ
の
説
得
と
い
う
政
治
的
論
理
が
は
た
ら
い

た
と
い
え
）
25
（
る
。

　「
誓
約
」
が
掲
載
さ
れ
た
デ
イ
リ
ー
・
レ
コ
ー
ド
の
紙
面
を
見
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
恒
久
的
で
あ
る
こ
と
、
バ
ー
ネ
ッ
ト

方
式
に
も
と
づ
く
財
源
配
分
に
加
え
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
よ
る
歳
入
事
項
に
関
す
る
権
限
の
移
譲
な
ど
が
誓
約
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
移
譲
権
限
に
関
し
て
は
、
ス
ミ
ス
卿
（the Lord Sm

ith of Kelvin

）
を
委
員
長
と
し
た
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
市
民

社
会
か
ら
の
声
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
各
政
党
の
議
論
の
取
り
ま
と
め
を
経
て
法
制
化
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
明
記
す
べ
き
は
、
そ
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
末
ま
で
に
コ
マ
ン
ド
・

ペ
ー
パ
ー
の
発
行
、
一
一
月
末
ま
で
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
、
ス
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コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
緑
の
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
に
よ
る
権
限
移
譲
内
容
の
合
意
を
ま
と
め
た
白
書
の
提
出
、
二
〇
一
五
年
一
月
ま
で

に
法
律
案
の
作
成
を
求
め
ら
れ
た
。
結
果
的
に
、
こ
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
遵
守
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
各
主
要
政
党
が
い
わ
ゆ
る

「
誓
約
」
以
前
か
ら
さ
ら
な
る
権
限
以
上
の
プ
ラ
ン
を
発
表
し
て
い
た
こ
と
で
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
白
紙
の
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
）
26
（
る
。
た
だ
し
、
か
な
り
短
期
間
で
の
法
制
化
は
、
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
エ
リ
ー
ト
主
導
の
手
続
き

と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
も
有
し
て
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
を
鑑
み
る
と
議
会
と
い
う
決
定
機
関
に
よ
ら
ず
に
「
人
び
と
が
決
定
す
る
」
と
い
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
い
う
形
を

と
っ
た
独
立
住
民
投
票
は
国
制
問
題
の
解
決
策
と
し
て
は
例
外
だ
っ
た
が
、
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
議
会
で
の
論
議
を
経
る
こ
と
な

く
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
「
技
術
管
理
」
に
よ
っ
て
国
制
問
題
へ
の
解
答
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
）
27
（
る
。
キ
ニ
ア
リ
ー
ら
に
よ
れ
ば
、
そ
う
い
っ

た
「
技
術
管
理
」
に
よ
る
解
決
策
に
は
、
㈠
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
制
会
議
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
全
政
党
間
協
議
、
㈡
紛
争
多
発
地
域
で
行

わ
れ
外
交
官
を
通
じ
た
協
議
の
よ
う
に
政
党
が
信
任
を
置
く
代
理
人
間
の
協
議
、
㈢
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
、
貿
易
、
気
候
変
動
に
関
す
る
協

議
の
よ
う
に
非
政
府
組
織
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
り
開
か
れ
た
協
議
が
あ
り
、
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
㈡
と
㈢
の
中
間
に

分
類
で
き
る
と
い
）
28
（
う
。

　
こ
の
よ
う
に
短
期
間
で
作
成
さ
れ
た
ド
ラ
フ
ト
に
も
と
づ
い
て
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
は
二
〇
一
六
年
三
月
に
国
王
裁
可
を
与
え
ら
れ
た
。

そ
の
概
要
を
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
注
）
29
（
釈
に
よ
っ
て
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
案
概
要

・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
国
制
編
成
（arrangem

ent

）
の
恒
久
的
な
構
成
部
分
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、

イ
ギ
リ
ス
議
会
は
通
常
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
合
意
な
し
に
権
限
移
譲
領
域
で
の
法
制
定
を
行
わ
な
い
が
、
そ
れ
を
行
う
主
権
は
有
す
る
。
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・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
と
大
臣
に
議
会
と
地
域
政
府
選
挙
に
関
す
る
自
治
を
増
大
す
る
。

・
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
運
用
に
関
す
る
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
を
変
更
す
る
権

限
に
対
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
自
治
を
増
大
す
る
。

・
所
得
税
の
税
率
と
税
枠
、
航
空
旅
客
税
、
砂
利
税
（Aggregate Levy

）、
そ
し
て
Ｖ
Ａ
Ｔ
歳
入
に
対
す
る
権
限
移
譲
を
通
じ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
政
府
の
財
政
的
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
増
大
す
る
。

・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
と
／
あ
る
い
は
大
臣
へ
の
福
祉
権
限
の
移
譲
を
通
じ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
福
祉
政
策
実
施
の
責
任
を
増
大
す
る
。

・
道
路
標
識
、
ス
ピ
ー
ド
制
限
、
陸
上
で
の
石
油
・
ガ
ス
採
取
、
消
費
者
擁
護
・
ア
ド
バ
イ
ス
、
そ
の
他
の
領
域
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
責
任

を
増
大
す
る
。

・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
特
定
組
織
に
関
す
る
調
査
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
大
臣
へ
の
機
能
の
移
譲
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
や
燃
料

に
よ
る
貧
困
（fuel poverty
） 
に
関
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
政
策
立
案
の
権
能
を
増
大
す
る
。

　
社
会
保
障
と
税
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
少
し
付
け
加
え
る
と
、
社
会
保
障
政
策
に
関
し
て
は
、
失
業
手
当
、
介
護
手
当
（Attendance 

Allow
ance

）、
冬
季
光
熱
費
補
助
、
裁
量
的
住
宅
手
当
な
ど
の
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
二
〇
一
四
・
一
五
年
の
社
会
保
障
歳
出

費
を
基
準
に
す
れ
ば
そ
の
約
一
五
・
三
％
（
二
七
億
ポ
ン
ド
）
が
移
譲
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
）
30
（
い
。

　
税
に
関
し
て
は
、
貯
蓄
や
配
当
を
除
く
所
得
税
の
税
率
と
税
枠
（band

）
設
定
の
権
限
が
移
譲
さ
れ
、
実
際
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で

は
二
〇
一
八
／
一
九
年
度
に
独
自
の
税
率
と
税
枠
が
設
定
さ
れ
て
い
）
31
（
る
。

　
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
よ
る
国
制
事
項
の
修
正
、
加
法
に
関
し
て
は
以
下
を
取
り
上
げ
る
。
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
法
に
よ
っ
て
、
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
「
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
通
常
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
同
意
な
し
に
権
限
移
譲
事
項

に
関
す
る
法
制
化
を
行
わ
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
」、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
国
制
編
成
の
恒
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久
的
な
構
成
部
分
で
あ
る
」
と
い
う
規
定
が
加
え
ら
れ
）
32
（
た
。
し
か
し
、
ブ
ル
ー
リ
と
マ
レ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
規
定
は
、
㈠

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
合
意
な
し
に
権
限
移
譲
さ
れ
た
政
策
領
域
へ
の
介
入
は
な
い
、
㈡
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
び
と
の
合
意
な
し
に

権
限
移
譲
は
反
故
に
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
明
白
な
「
政
治
的
」
宣
言
で
は
あ
る
が
、「
法
的
」
効
果
に
つ
い
て
は
明
確
と
は

い
え
な
）
33
（
い
。

　
㈠
と
関
連
す
る
の
が
い
わ
ゆ
る
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
（the Sew

el Convention

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
法
で
法
的
地
位
（statutory footing

）
を
与
え
ら
れ
た
。
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
は
、
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
法
制
に
関
す
る
議
論
の
な
か
で
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
同
意
な
し
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
移
譲
さ
れ
た
権
限
事
項
に
関
し
て
通

常
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
が
法
制
化
を
行
わ
な
い
と
い
う
慣
行
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
を
望
）
34
（
む
」
と
述
べ
た
ス
ウ
ェ
ル
卿
の
名
に
由
来
す
る
。

　
マ
イ
ケ
ル
・
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
八
年
の
権
限
移
譲
以
降
、
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
は
首
尾
よ
く
機
能
し
て

い
た
が
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
は
法
律
に
明
記
さ
れ
た
そ
の
慣
行
に
重
荷
を
課
し
て
お
り
、
そ
の
先
行
き
は
不
透
明
で
、
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
住
民
投
票
後
の
精
神
を
覆
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
）
35
（

る
。
ブ
ル
ー
リ
と
マ
レ
ン
が

指
摘
し
た
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
法
的
効
果
の
不
明
確
性
や
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
懸
念
が
、
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
〇
条
の
発
動
と
そ

れ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
権
限
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
訴
訟
に
よ
っ
て
表
面
化
し
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
関

す
る
訴
訟
（
ミ
ラ
ー
判
決
）
と
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
は
第
四
節
で
論
じ
る
。

㈡
　
世
界
で
も
っ
と
も
権
限
移
譲
さ
れ
た
地
域
議
会
？

　
二
〇
一
五
年
一
月
に
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
案
が
公
表
さ
れ
た
時
点
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
世
界
で
も
っ
と
も

パ
ワ
フ
ル
で
権
限
移
譲
さ
れ
た
議
会
に
な
る
だ
ろ
）
36
（

う
」
と
述
べ
た
。
そ
う
し
た
言
明
の
正
確
性
を
評
価
す
る
た
め
に
は
比
較
と
そ
の
た
め

の
指
標
が
必
要
と
な
る
。
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マ
シ
ュ
ー
と
ゲ
ネ
ッ
ト
は
、
ウ
ィ
ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ

や
キ
ー
ス
・
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
が
作
成
し
た
多
文
化
政
策

指
標
（the M

ulticultural Policy Index

）
に
着
想
を
得

て
、
表
１
の
よ
う
な
社
会
構
成
的
文
化
指
標
（the 

Societal Culture Index

）
を
作
成
し
）
37
（

た
。

　
作
成
目
的
は
規
範
的
研
究
と
経
験
的
研
究
双
方
に
も

と
づ
く
数
値
化
に
よ
っ
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
ネ
イ
シ
ョ

ン
間
の
比
較
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
の
評

価
項
目
は
、
㈠
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
承
認
、
㈡
言
語
的
権
利
、

㈢
移
民
と
統
合
に
関
す
る
権
限
、
㈣
財
政
的
自
治
、
㈤

内
的
自
己
決
定
、
㈥
外
的
自
己
決
定
に
大
別
さ
れ
る
。

㈠
に
つ
い
て
は
、
㊀
承
認
に
つ
い
て
の
言
及
、
㊁
国
制

的
非
対
称
性
に
分
類
さ
れ
、
前
者
は
憲
法
に
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
特
別
で
あ
る
（distinct

）
と
み

な
す
公
式
的
な
承
認
が
あ
る
か
な
い
か
、
後
者
は
法
律

上
あ
る
い
は
事
実
上
の
国
制
的
な
非
対
称
性
が
あ
る
か

な
い
か
に
よ
っ
て
点
数
化
さ
れ
る
。
㈡
は
、
㊀
公
式
言

語
、
㊁
教
育
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
主
要
言
語
に
分
け
ら

れ
る
。
㈢
は
、
㊀
独
自
の
移
民
政
策
、
㊁
移
民
の
選
別

表１　社会構成的文化指標：カタルーニャ、ケベック、南ティロールの評価

カタルーニャ ケベック 南ティロール

ネイションの承認
承認への言及 0 0.5 1

国制の非対称性 0 0.5 1

言語権
公式言語 0.5 1 0.5

教育システム 0.5 1 0.5

移民と統合に関する
権限

移民政策 0.5 0.5 0

選別要素 0.5 0.5 0.5

財政的自治
徴税 0.5 1 0.5

国家内再分配 1 1 1

内的自己決定
憲法の改正主導 0.5 1 0.5

拒否権 0 0.5 0

外的自己決定
レファレンダム 0 1 0.5

分離権 0 1 0

合計 4 9.5 6

出典： Mathieu, Felix and Dave Guenette, 2017, “Introducing a Societal Culture Index to Compare 
Minority Nations”, Publis: The Journal of Federalism, 48(2), p. 233.
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と
統
合
に
関
す
る
権
限
の
下
位
評
価
項
目
に
二
分
化
さ
れ
る
。
㈣
に
関
し
て
は
、
㊀
徴
税
権
、
㊁
国
家
内
の
富
の
再
分
配
に
分
け
ら
れ
、

後
者
は
国
家
内
の
市
民
が
最
低
限
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
た
め
の
再
分
配
に
関
す
る
法
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
か

否
か
に
よ
っ
て
点
数
化
さ
れ
る
。
㈤
は
複
数
ネ
イ
シ
ョ
ン
連
邦
国
家
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
憲
法
制
定
・
改
正
手
続

き
に
関
す
る
公
平
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
権
能
を
問
う
項
目
で
あ
り
、
㊀
憲
法
改
正
の
主
導
、
㊁
拒
否
権
に
下
位
分
類
化
さ
れ
る
。
㈥

は
、
㊀
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
実
施
の
権
能
、
㊁
分
離
権
に
分
け
ら
れ
る
。

　
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
ケ
ベ
ッ
ク
、
そ
し
て
南
テ
ィ
ロ
ー
ル
の
指
標
は
表
１
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
指
標
に
さ
ら
な
る
権
限
移
譲

を
経
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
現
況
を
適
用
し
て
み
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
連
邦
国
家
で
は
な
く
、
ま
た
成
典
憲
法
が
な
い
た
め
比
較
評
価
は
難

し
い
が
、
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
制
定
や
そ
の
改
正
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
恒
久
性
の
法
制
化
な
ど
を
考
慮
す
れ

ば
、
㈠
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
承
認
に
関
し
て
は
、
㊀
、
㊁
と
も
に
少
な
く
と
も
〇
・
五
は
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
言
語
に
関
し
て
は
、
ケ
ベ
ッ

ク
や
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
は
異
な
り
、
国
家
内
の
他
地
域
と
共
通
の
言
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
で
ゲ
ー

ル
語
で
の
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
が
さ
れ
た
こ
と
、
教
育
の
場
で
の
少
数
言
語
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
㈡
言
語
権
は
ど
ち
ら
も
無
評
価
、
あ
る
い
は
一
と
点
数
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
㈢
移
民
と
統
合
の
権
限
に
関
し

て
は
、
独
自
の
移
民
政
策
の
制
定
権
限
は
な
い
が
、
教
育
・
医
療
な
ど
権
限
移
譲
さ
れ
た
領
域
で
独
自
の
移
民
統
合
政
策
を
実
施
可
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
五
と
評
価
で
き
る
。
㈣
財
政
的
自
律
に
関
し
て
は
、
徴
税
権
に
関
し
て
所
得
税
率
・
税
枠
等
の
権
限
が

移
譲
さ
れ
た
こ
と
、
再
分
配
に
関
し
て
は
基
本
的
に
は
中
央
か
ら
の
財
源
配
分
の
決
定
は
ニ
ー
ズ
で
は
な
く
人
口
比
率
に
も
と
づ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
五
と
〇
・
五
あ
る
い
は
〇
が
与
え
ら
れ
る
。
㈤
内
的
自
己
決
定
権
、
㈥
外
的
自
己
決
定
権
に
関
し
て
、
国
制

関
連
事
項
は
留
保
権
限
の
た
め
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
国
制
改
革
を
先
導
し
た
り
、
一
方
的
に
分
離
権
を
発
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
レ

フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
実
施
に
関
し
て
も
、
二
〇
一
四
年
の
独
立
住
民
投
票
実
施
の
た
め
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
合
意
の
よ
う
に
、
中
央
政
府
の
譲

歩
と
い
う
形
に
よ
る
政
治
的
な
合
意
に
よ
る
）
38
（
が
、
憲
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
〇
・
五
と
評
価
す
る
。
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以
上
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
南
テ
ィ
ロ
ー
ル
と
ケ
ベ
ッ
ク
の
間
に
評
価
づ
け
ら
れ
、
社
会
構
成
的
文
化
指
標
を
用
い

た
場
合
必
ず
し
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
突
出
し
て
高
い
点
数
を
獲
得
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
ニ
コ
ラ
・
マ
キ
ュ
ー
エ
ン
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
元
首
相
に
よ
る
先
の
主
張
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て

い
）
39
（
る
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
主
張
の
正
確
性
は
「
パ
ワ
フ
ル
」、「
権
限
委
譲
さ
れ
た
」、「
議
会
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
に
よ
り
、
ま
ず

「
議
会
」
に
関
し
て
、
権
限
が
中
央
に
由
来
す
る
議
会
の
み
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
は
相
対
的

に
幅
広
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
管
轄
領
域
に
主
権
を
有
す
る
州
議
会
や
地
域
議
会
を
も
含
め
る
の
な
ら
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
の
各
州
、
そ
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ラ
ン

ド
諸
島
や
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
フ
ェ
ロ
ー
諸
島
政
府
の
権
限
に
は
及
ば
な
い
。

　
さ
ら
に
、「
パ
ワ
フ
ル
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
連
邦
制
研
究
で
は
政
治
的
権
限
は
自
治
（self-

rule

）
と
共
治
（shared rule

）
に
区
分
さ
）
40
（
れ
、
前
者
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
通
常
ホ
ー
ム
・
ル
ー
ル
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
は
立
法
・
行

政
・
財
政
的
自
律
の
深
さ
と
範
囲
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
。
後
者
は
サ
ブ
国
家
の
政
府
が
自
ら
の
権
限
に
関
わ
り
の
あ
る
中
央
で
の
決
定
過

程
に
参
加
し
、
影
響
を
も
つ
こ
と
の
程
度
を
問
う
。
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
は
自
治
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
各
州
や
ス
イ

ス
の
カ
ン
ト
ン
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
そ
れ
で
も
最
も
権
限
移
譲
さ
れ
た
議
会
と
い
う
キ
ャ
メ
ロ
ン
元
首
相
の
主
張
は
正
当
で
あ
る
。

一
方
で
、
共
治
に
関
し
て
は
諸
連
邦
国
家
の
州
や
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。

　
マ
キ
ュ
ー
エ
ン
に
よ
る
こ
う
し
た
見
解
は
、
上
掲
の
社
会
構
成
的
文
化
指
標
で
は
な
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
自
由
大
学
の
研
究
者
ら
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
地
域
権
限
指
標
（the Regional Authority Index
）
を
用
い
た
比
較
評
価
に
も
と
づ
い
て
い
）
41
（

る
。

　
以
上
の
二
つ
の
異
な
る
指
標
に
よ
る
比
較
か
ら
、
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
よ
る
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
が
世
界
で
最
も
権
限
移
譲
さ
れ
た
議
会
に
な
っ
た
と
い
う
主
張
が
必
ず
し
も
正
確
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
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四
　
二
〇
一
五
・
二
〇
一
七
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
と
新
た
な
分
断
線

　
　

―
二
度
目
の
住
民
投
票

㈠
　
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
「
津
波
」

―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の
結
果

　
独
立
住
民
投
票
で
反
対
票
が
多
数
を
占
め
た
こ
と
を
受
け
て
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
モ
ン
ド
主
席
大
臣
が
辞
任
し
、
二
〇
一
四
年
一
一

月
、
そ
れ
ま
で
副
首
席
大
臣
を
務
め
て
い
た
ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
が
首
席
大
臣
に
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
半
年
後
に
実
施
さ
れ
た
二
〇

一
五
年
五
月
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
五
九
議
席
中
五
六
議
席
（
前
回
六
議
席
）
を
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
獲
得
し
た
。
独
立

賛
成
派
と
反
対
派
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
め
ぐ
る
活
発
な
議
論
が
か
え
っ
て
政
治
的
共
同
体
と
し
て
の
特
殊
性
を
顕

現
さ
せ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
へ
の
投
票
率
は
五
〇
％
で
あ
り
、
獲
得
議
席
数
は
単
純
小
選
挙
区
制
と
い

う
制
度
に
起
因
す
る
部
分
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
従
来
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
は
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
と

い
う
二
つ
の
選
挙
ア
リ
ー
ナ
と
い
う
認
識
の
も
と
で
投
票
先
政
党
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
多
）
42
（

く
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
で

労
働
党
に
引
け
を
取
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
大
躍
進
し
た
と
い
え
る
。
総
選
挙
で
は
労
働
党
が
第
一
党
で
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
は
労
働
党
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
第
一
党
の
座
を
争
う
と
い
う
「
規
準
」（norm

）
か
ら
の
逸
脱
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
）
43
（

る
。

　
表
2
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
独
立
住
民
投
票
以
前
に
は
労
働
党
を
支
持
し
て
い
た
有
権
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
支
持
へ
の
移
行
が
そ
う
し
た

躍
進
の
最
大
の
要
因
で
あ
る
。

　
ア
イ
ヒ
ホ
ー
ン
ら
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
社
会
的
態
度
調
査
（Scottish Social Attitude Survey

）
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
や
労
働
党
関
係
者
の
間
で
な
さ
れ
た
労
働
党
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｐ
支
持
へ
の
移
行
に
関
す
る
四
つ
の
説
明
を
検
証
し
て
い
）
44
（

る
。
そ
れ
は
、

㈠
左
側
か
ら
の
包
囲
（outflanked on the left

）、
㈡
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ス
ト
、
㈢
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
政
党
能
力
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（com
petence

）、
㈣
独
立
住
民
投
票
の
影
響
で
あ
る
。
ま
ず
㈠
に
関
し
て
、
独
立
住

民
投
票
前
後
を
通
し
て
労
働
党
支
持
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
支
持
、
労
働
党
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｐ
支
持
へ

の
移
行
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
労
働
党
―
労
働
党
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
、
労
働
党
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と

記
す
）
の
回
答
者
の
間
で
、
財
政
赤
字
削
減
に
対
す
る
方
策
を
除
い
て
、
再
分
配
、

失
業
者
給
付
、
財
政
赤
字
削
減
に
対
す
る
態
度
に
関
し
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は

な
い
と
い
）
45
（
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
分
析
結
果
に
関
し
て
は
三
つ
の
支
持
者
層
で

大
き
な
違
い
が
あ
り
、
労
働
党
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｐ
へ
の
支
持
の
移
行
要
因
の
ひ
と
つ
を
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
労
働
党
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
、
そ
し
て
回
答
者
自

身
を
左
派
―
右
派
（
〇
―
一
〇
）
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
上
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
分
析

の
結
果
で
あ
る
。
ま
ず
、
労
働
党
―
労
働
党
、
労
働
党
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
―
Ｓ
Ｎ

Ｐ
の
支
持
者
全
体
の
平
均
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
者
に
よ
る
労
働
党
、
Ｓ

Ｎ
Ｐ
、
回
答
者
自
身
の
左
右
ス
ケ
ー
ル
に
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
回
答
者
自
身
を
〇
―
四
と
五
以
上
に
位
置
づ
け
た

グ
ル
ー
プ
に
二
分
し
た
場
合
、
労
働
党
―
労
働
党
支
持
者
の
間
で
は
、
労
働
党
と
Ｓ

Ｎ
Ｐ
の
ス
ケ
ー
ル
の
平
均
の
違
い
は
小
さ
か
っ
た
の
に
対
し
、
労
働
党
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と

Ｓ
Ｎ
Ｐ
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
支
持
者
の
内
、
〇
―
四
の
グ
ル
ー
プ
は
労
働
党
を
Ｓ
Ｎ
Ｐ
よ
り

右
に
位
置
づ
け
、
五
―
一
〇
の
グ
ル
ー
プ
は
労
働
党
を
Ｓ
Ｎ
Ｐ
よ
り
左
に
位
置
づ
け

て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
方
が
労
働
党
よ
り
も
幅
広
い
政
治
的
態

度
の
有
権
者
か
ら
の
支
持
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
と
い
）
46
（
う
。

表２　政党選好の変化 2013・2014-2015（%）（わからない、回答拒否を除く）

住民投票前　2013・2014

労働 SNP 保守 自民 他／なし

総選挙後

労働 57 1 1 30 8

2015 37 94 3 24 32

保守 1 2 78 3 7

自民 1 1 4 42 5

他／なし 4 2 14 1 48

全体 217 196 110 47 105

出典： Eichhorn, Jan., Mor Kandlik Eltani and Daniel Kenealy, 2016, Understanding the 2015 
General Election in Scotland, Edinburgh: AQMEN, p.14.
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続
い
て
、
㈡
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ス
ト
に
関
し
て
は
、
労
働
党
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
で
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
歳
出
に
対
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
が
公
平
な
分
け
前
を
与
っ
て
い
な
い
と
回
答
す
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
労
働
党
―
労
働
党
と
比
較
し
て
労
働

党
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
な
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
総
選
挙
で
の
投
票
先
を
決
め
る
と
い
う
割

合
が
大
き
い
。
さ
ら
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
同
階
級
の
人
々
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
異
な
る
階
級
の
人
び
と
い
ず
れ
と
共
通
点
が
あ
る

か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
労
働
党
―
労
働
党
と
労
働
党
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
で
は
反
対
の
回
答
傾
向
が
み
ら
れ
、
労
働
党
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
で
は
異
な
る

階
級
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
び
と
と
よ
り
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
と
回
答
す
る
者
が
多
）
47
（
い
。

　
㈢
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
政
党
能
力
に
関
し
て
は
、
㈡
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う
労
働
党
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｐ
へ
の
投
票
先
変
更

の
要
因
と
関
連
づ
け
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
労
働
党
―
労
働
党
と
比
較
し
て
労
働
党
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
で
は
、
労
働
党
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

へ
の
利
益
の
た
め
の
は
た
ら
き
へ
の
信
頼
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
労
働
党
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
評
価
に
つ
い
て
も
同
様

の
結
果
が
出
て
い
）
48
（
る
。

　
最
後
に
、
㈣
独
立
住
民
投
票
の
影
響
に
関
し
て
、
労
働
党
―
労
働
党
で
は
独
立
住
民
投
票
で
賛
成
票
を
投
じ
た
割
合
は
一
〇
％
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
労
働
党
―
Ｓ
Ｎ
Ｐ
で
は
七
七
％
が
賛
成
票
を
投
じ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
ま
で
、
二
〇
一
五
年
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
よ
る
「
乗
っ
取
り
」（takeo

）
49
（ver

）
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
ニ
コ
ラ
・
マ
キ
ュ
ー
エ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
乗
っ
取
り
」
は
、
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
も
た
ら
さ
れ
た
さ
ら
な
る
権

限
移
譲
の
合
意
が
長
続
き
す
る
と
い
う
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
見
解
が
楽
観
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
）
50
（

る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の

二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
に
関
す
る
説
明
は
、
後
述
す
る
二
〇
一
七
年
の
総
選
挙
結
果
を
分
析
す
る
こ
と
で
よ
り
明
確
に
な
る
。

㈡
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
残
留
／
離
脱
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
大
転
換
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
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の
脱
退
と
い
う
選
択
肢
が
、
二
〇
一
六
年
六
月
の
国
民
投
票
で
過
半
数
の
票
を
得
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、「
私
た
ち
の
意
志
に
反
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
か
ら
脱
退

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
重
大
な
変
化
（a m

aterial change

）
が
あ
っ
た
場
合
に
は
…
…
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施

す
る
権
利
を
も
つ
べ
き
で
あ
）
51
（
る
」
と
明
記
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
三
二
カ
ウ
ン
シ
ル
す
べ
て
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
残
留
支
持
が
過
半

数
を
占
め
た
た
め
、
再
度
の
独
立
住
民
投
票
議
論
も
再
燃
す
る
か
に
思
わ
れ
た
。

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
を
争
点
と
し
た
二
回
目
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
関
し
て
は
、
第
三
項
で
二
〇
一
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の

結
果
と
関
連
づ
け
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
主
に
マ
ク
ハ
ー
グ
と
ミ
ッ
チ
ェ
ル
と
い
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
公
法
学
と
政
治
学

の
研
究
者
に
よ
る
論
考
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
を
め
ぐ
る
ミ
ラ
ー
判
決
と
上
述
し
た
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン

ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
ま
ず
は
ミ
ラ
ー
判
）
52
（
決
の
内
容
と
判
決
結
果
を
簡
潔
に
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
議
会
の
承
認
な
く
国
王
大
権
を
行
使
し
て

Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
〇
条
の
通
知
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
判
決
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
〇
条
一
項
が

「
全
て
の
構
成
国
は
、
自
国
の
憲
法
が
定
め
る
諸
要
件
に
従
っ
て
連
合
を
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
問
題
と

な
っ
た
。

　
二
〇
一
六
年
一
一
月
、
高
等
法
院
は
五
〇
条
の
通
知
に
は
議
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
と
判
決
を
下
し
た
。
そ
れ
は
原
告
の
主
張
を
認

め
る
か
た
ち
と
な
っ
た
た
め
、
Ｅ
Ｕ
脱
退
を
外
交
事
項
と
み
な
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
判
決
を
不
服
と
し
て
最
高
裁
に
上
告
し
た
。

最
高
裁
で
も
議
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
と
の
判
決
が
下
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
脱
退
通
知
）
法

案
（the European U

nion 

（N
otification of W

ithdraw
al

） Bill

）
を
提
出
し
、
国
会
で
の
可
決
、
国
王
裁
可
を
経
て
、
二
〇
一
七
年
三
月
二

八
日
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
通
知
を
行
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
上
告
に
よ
っ
て
、
奇
し
く
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
が
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
に
は
地
域
議
会
の
同
意
が
必
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要
で
あ
る
と
訴
え
る
機
会
が
開
か
れ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
代
弁
者
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
司
法
長
官
は
最
高
裁
に
意
見
書
を

提
出
し
た
。
そ
の
主
張
は
、
㈠
Ｅ
Ｕ
脱
退
通
知
に
は
議
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
Ｅ
Ｕ
脱
退
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
法
だ
け
で
な
く
、
一

九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
も
影
響
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
法
は
移
譲
権
能
と
関
連
し
あ
っ
て
い
る
の
で
、
㈡
Ｅ
Ｕ

脱
退
を
権
威
づ
け
る
法
律
は
、
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
と
い

う
の
も
従
来
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
が
運
用
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
よ
る
法
制
定
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
移

譲
権
能
の
範
囲
に
影
響
を
与
え
る
場
合
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
同
意
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
）
53
（
る
。

　
以
下
の
判
決
文
引
用
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
最
高
裁
の
判
決
は
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
争
点
を
か
わ
す

（duck

）
結
果
と
な
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
を
法
廷
に
よ
っ
て
解
釈
、
ま
し
て
や
執
行
さ
れ
る
ル
ー
ル
へ
と
転
換
を
図
っ
た
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
は
い
わ
ば
政
治
的
慣
行
と
し
て
の
慣
行
の
実
態
（for w

hat it is

）
を
認
め
て
、
事
実
上
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン

が
権
限
移
譲
の
取
り
決
め
の
恒
久
的
な
特
徴
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
慣
行
の
法
的
承
認
の
目
的
は
そ
れ
を
慣
行
と
し
て
確
立

す
る
こ
と
で
あ
）
54
（

る
。

マ
ク
ハ
ー
グ
と
ミ
ッ
チ
ェ
ル
が
述
べ
る
よ
う
に
、
二
〇
一
六
年
国
民
投
票
の
結
果
と
後
続
す
る
裁
判
は
「
地
域
的
多
様
化
に
お
け
る
国
制

の
重
要
性
の
理
解
に
関
す
る
相
違
」
を
明
白
に
し
た
の
で
あ
）
55
（

る
。
ミ
ラ
ー
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
国
家
の
本
質
に
対
す
る
単
一
的
な
法
的

理
解
を
変
更
す
る
に
は
慣
行
に
依
拠
す
る
こ
と
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
し
ま
っ
た
。
慣
行
に
依
拠
し
た
国
制
は
、
国
制
に
関

す
る
適
当
な
振
る
舞
い
に
関
し
て
高
度
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
う
し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
欠
い
て
い
る
場
合
に
は
、
国

制
的
保
証
で
は
な
く
慣
行
自
体
が
政
治
的
論
争
の
場
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
）
56
（
る
。
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㈢ 

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
二
〇
一
七
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙

結
果
と
二
度
目
の
独
立
住
民
投
票
？

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
、
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
残

留
／
脱
退
を
問
う
国
民
投
票
結
果
は
、
二
度
目
の
独
立
住
民
投
票
の
正
当
化
に
は
十
分
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
世
論
調
査
で
は
二
度
目
の
住
民
投
票
が
あ
っ
た
場
合

の
独
立
賛
成
率
が
二
〇
一
四
年
時
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ

表
3
に
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
一
七
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
二
度
目
の

独
立
住
民
投
票
実
施
の
保
留
を
迫
る
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

　
以
下
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
二
〇
一
七
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
分
析

を
参
照
す
る
こ
と
で
、
二
度
目
の
住
民
投
票
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
前
に
、
ま
ず
は

二
〇
一
七
年
に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
背
景
を
簡
潔
に
述
べ
る
。
二
〇
一
一
年
に
五
年
任

期
固
定
法
が
保
守
・
自
由
民
主
党
連
立
政
権
の
一
方
的
な
連
立
解
除
と
そ
の
こ
と
に
よ
る

議
会
解
散
を
防
ぐ
目
的
で
制
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
テ
リ
ー
ザ
・
メ
イ
首
相
は
そ
の
法

律
を
遵
守
す
れ
ば
二
〇
二
〇
年
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
総
選
挙
を
前
倒
し
に
す
る

動
議
を
提
出
し
、
そ
れ
は
下
院
で
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
、
二
〇
一

七
年
六
月
に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
に

と
っ
て
、
独
立
住
民
投
票
以
降
五
回
目
の
選
挙
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
七
年
総
選
挙
に
お
け

る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
各
政
党
の
得
票
率
と
獲
得
議
席
数
は
前
掲
の
表
3
、
Ｅ
Ｕ
国
民
投
票

表 3　スコットランド各政党の2010・2015・2017年イギリス総選挙得票率・獲得議席数

得票率 議席数

2017 2015 2010 2017 2015 2010

SNP 36.9 50.0 19.9 35 56  6

労働党 28.6 24.3 42.0  7  1 41

保守党 27.1 14.9 16.7 13  1  1

自民党  6.8  7.5 18.9  4  1 11

他党  0.6  3.3  2.5  0  0  0

出典： BBC, 2015, “Election 2015: SNP Wins 56 of 59 Seats in Scots Landslide”, BBC, 8 May 
2015. BBC, 2017, “Election 2017: Scotland’s Result in Numbers”, BBC, 12 Jun 2017.
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に
お
け
る
投
票
選
好
と
二
〇
一
五
・
二
〇
一
七
年
総
選
挙
に
お
け
る
党
派
性
の
移
行

は
表
4
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

　
ジ
ョ
ン
・
ア
グ
ニ
ュ
ー
は
、
近
年
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
議
席
数
を
の
ば
し
た
要
因
を
三
つ
挙

げ
て
い
）
57
（
る
。
そ
れ
は
、
㊀
宗
教
と
政
治
の
関
係
、
㊁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
対
Ｓ

Ｎ
Ｐ
、
㊂
国
制
の
急
変
（constitutional em

ergency

）
で
あ
る
。
ア
グ
ニ
ュ
ー
は
政

治
地
理
学
者
で
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
全
体
で
は
な
く
よ
り

下
位
の
ミ
ク
ロ
な
地
理
的
単
位
に
焦
点
を
当
て
て
、
政
党
支
持
の
地
域
的
分
布
と
変

遷
を
研
究
し
て
い
る
。

　
従
来
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
支
持
率
が
高
か
っ
た
の
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
東
部
な
ど
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
二
〇
一
一
年
地
方
議
会
選
挙
か
ら
、
三
議
席
を
の
ぞ
い
て
Ｓ
Ｎ

Ｐ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
議
席
を
独
占
し
、「
津
）
58
（

波
」
あ
る
い
は
「
乗
っ
取
り
」
と

形
容
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
総
選
挙
結
果
を
分
析
す
る
と
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ベ
ル
ト
と

さ
れ
る
グ
ラ
ス
ゴ
ー
な
ど
の
選
挙
区
で
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
支
持
が
労
働
党
の
そ
れ
を
上
回
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
六
年
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
残
留
／
脱
退
を
め
ぐ
る
国
民
投

票
を
経
た
二
〇
一
七
年
総
選
挙
で
は
、
近
年
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
支
持
が
高
ま
っ
た
地
域
で
は

Ｓ
Ｎ
Ｐ
へ
の
支
持
は
維
持
さ
れ
た
一
方
で
、
従
来
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
「
強
か
っ
た
」
地
域
で

は
労
働
党
や
保
守
党
へ
の
支
持
が
増
加
し
た
。
そ
れ
は
、
北
東
部
な
ど
従
来
Ｓ
Ｎ
Ｐ

色
が
強
か
っ
た
エ
リ
ア
で
は
相
対
的
に
Ｅ
Ｕ
脱
退
へ
の
投
票
率
が
高
か
っ
た
こ
と
に

起
因
す
る
と
い
）
59
（
う
。
た
し
か
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
体
で
見
れ
ば
総
投
票
数
の
六

表 4　EU国民党投票における投票選好と 2015-2017 年総選挙における党派性の移行

2015 年総選挙投票

EU 離脱投票者 EU 残留投票者

保守 労働 自民 SNP 保守 労働 自民 SNP

2017 年
総選挙
投票

保守 90.8 41.2 51.4 18.9 80.7 16.5 21.8  4.8

労働  2.8 45.4 11.4 19.7 10.1 69.4 19.2 13.9

自民  0.9  4.2 37.1  2.1  2.8  6.9 59.0  1.4

SNP  2.8  7.6  0.0 57.9  5.5  6.0  0.0 78.4

n  109  119   35  233  109  248   78  416

出典： Henderson, Ailsa and James Mitchell, 2018, “Referendums as Critical Junctures? 
Scottish Voting in British Elections”, Parliamentary Affairs, 71(suppl_1), p.122.
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三
％
が
Ｅ
Ｕ
残
留
を
選
択
し
、
全
カ
ウ
ン
シ
ル
で
残
留
票
が
脱
退
票
を
上
回
っ
た
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
Ｓ
Ｎ
Ｐ
支
持
者
の
う
ち
約
三
割
が

二
〇
一
六
年
国
民
投
票
で
Ｅ
Ｕ
脱
退
票
を
投
じ
た
の
で
あ
）
60
（

る
。

　
続
い
て
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
と
ヒ
ー
ス
は
独
立
住
民
投
票
と
Ｅ
Ｕ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
は
新
た
な
政
治
的
分
断
線
を

も
た
ら
し
た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
）
61
（
る
。
ま
ず
投
票
率
に
関
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
六
六
％
と
イ
ギ
リ
ス
全
体
よ
り
二
％
ほ
ど

低
く
、
独
立
住
民
投
票
の
投
票
率
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
さ
ら
に
、「
若
者
に
よ
る
地
殻
変
動
」（youthquake

）
や
「
残
留
投
票
者
の
リ

ベ
ン
ジ
」
と
形
容
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
全
体
の
投
票
行
動
の
特
徴
と
は
異
な
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
若
者
比
率
が
高
い
地
域
、
残
留
投

票
が
多
か
っ
た
地
域
で
む
し
ろ
二
〇
一
七
年
総
選
挙
の
投
票
率
が
下
が
る
傾
向
に
あ
り
、
投
票
率
の
低
下
し
た
地
域
で
は
保
守
党
へ
の
投

票
率
が
比
較
的
高
か
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
二
〇
一
五
年
に
は
前
首
席
大
臣
ア
レ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
モ
ン
ド
が
当
選
し
た
選
挙
区
ゴ
ー
ド

ン
で
は
投
票
率
が
五
％
低
下
し
、
保
守
党
議
員
が
議
席
を
獲
得
し
た
。
保
守
党
は
オ
ー
ク
ニ
ー
／
シ
ェ
ト
ラ
ン
ド
諸
島
以
外
の
す
べ
て
の

選
挙
区
で
得
票
率
を
伸
ば
し
、
一
九
七
九
年
以
降
も
っ
と
も
高
い
得
票
率
を
記
録
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
席
数
は
二
年
前
の
一
議
席
か
ら

一
三
議
席
に
増
え
、
第
二
党
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
得
票
率
の
差
を
子
細
に
み
る
と
、
保
守
党
は
〇
・
三
％
の
得
票
率
の
変
動
に

よ
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｐ
か
ら
二
議
席
、
五
％
の
変
動
に
よ
っ
て
九
議
席
獲
得
し
て
い
た
と
い
う
。

　
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
は
二
・
八
％
の
得
票
率
の
伸
び
を
記
録
し
た
が
、
こ
れ
は
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
コ
ー
ビ
ン
率
い
る
労
働

党
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
の
得
票
率
の
増
加
（
約
一
〇
％
）
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
の
僅
差
の
議
席
に
関
し

て
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
を
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
（
一
％
で
七
議
席
、
五
％
で
一
六
議
）
62
（

席
）。

　
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
分
析
か
ら
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
と
ヒ
ー
ス
は
政
治
的
分
断
線
が
お
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
間

に
引
か
れ
、
そ
こ
に
は
独
立
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
、
そ
し
て
再
分
配
と
い
う
争
点
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
単
純
化
す

れ
ば
二
〇
一
四
年
独
立
住
民
投
票
で
賛
成
票
を
投
じ
、
再
分
配
を
よ
り
支
持
す
る
有
権
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｐ
を
支
持
し
、
基
本
的
に
は
そ
の
反
対
、

加
え
て
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
を
支
持
す
る
有
権
者
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
を
支
持
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
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ト
ラ
ン
ド
労
働
党
に
関
し
て
は
、
支
持
者
の
間
で
再
分
配
に
関
し
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
支
持
者
と
そ
の
選
好
に
あ
ま
り
相
違
は
な
く
、
他
党
と

比
べ
Ｅ
Ｕ
残
留
／
脱
退
支
持
者
の
割
合
が
ほ
と
ん
ど
均
等
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
五
年
と
二
〇
一
七
年
の
二
つ
の
総
選
挙
の
間
に
実
施
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
政
党
支
持
に
新
た
な
分

断
線
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
、
た
し
か
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
二
度
目
の
独
立
住
民
投
票
の
契
機

と
な
り
う
る
「
重
大
な
変
化
」（a m

aterial change

）
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
支
持
と
Ｅ

Ｕ
残
留
支
持
の
相
関
関
係
を
読
み
違
え
た
と
も
い
え
）
63
（
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
た
め
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
投
票
（
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
）、
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
も
と
づ
く
さ
ら

な
る
権
限
移
譲
、
二
〇
一
五
・
一
七
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
選
挙
結
果
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
ス
ウ
ェ
ル
・
コ
ン

ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
の
関
係
を
別
立
て
て
論
じ
た
。
実
際
は
そ
れ
ら
す
べ
て
が
関
連
し
あ
っ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
は
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
問
題
」
へ
の
ひ
と
つ
の
解
決
策
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
問
題
」
に
対
す
る
ひ

と
つ
の
解
決
策
で
あ
る
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
と
融
合
さ
れ
て
提
示
さ
れ
た
。
ス
ミ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
法
制
化
さ
れ
た
さ
ら
な
る

権
限
移
譲
は
、
二
〇
一
四
年
の
住
民
投
票
に
お
け
る
質
問
か
ら
は
除
外
さ
れ
た
が
、
お
そ
ら
く
有
権
者
の
支
持
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
「
最
大
限
の
権
限
移
譲
」（devolution m

ax

）
を
履
行
す
る
か
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
政
策
に
関
す
る
責
任
を
よ
り
目
に
見
え
る
も
の
に
し
、
そ
の
政
策
遂
行
能
力
に

対
す
る
評
価
が
低
下
し
て
い
け
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
へ
の
支
持
も
低
下
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
一
一
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
議
会
選
挙
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
へ
の
投
票
は
独
立
へ
の
支
持
と
い
う
よ
り
は
、
政
権
担
当
能
力
や
党
首
へ
の
評
価
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
）
64
（

る
。



ブリテンの国制変容とスコティッシュ・ナショナリズムのゆくえ

25

そ
の
た
め
、
今
後
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
へ
の
広
い
支
持
を
獲
得
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
独
自
の

政
策
へ
の
評
価
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
他
国
の
地
域
議
会
と
比
較
し
て
も
っ
と
も
包
括
的
な
権
限
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
え

ば
、
社
会
保
障
の
権
限
移
譲
は
歳
出
に
占
め
る
割
合
で
み
た
場
合
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
権
限
移
譲
が
限
定
的
で
あ
る
と
い
う
認
識
や
政

治
的
主
張
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
や
独
立
を
求
め
る
声
を
大
き
く
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
権
限
移
譲
と
い
う
争
点
に
加
え
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
制
変
化
の
関
係
に
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
と
い
う
変
数
が
加
わ
っ

た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
す
べ
て
の
カ
ウ
ン
シ
ル
で
残
留
票
が
多
数
を
占
め
、
中
央
政
府
の
Ｅ
Ｕ
条
約
五
〇
条
の
通
知
は
ス
ウ
ェ
ル
・

コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
を
蔑
ろ
に
す
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
度
目
の
独
立
住
民
投
票
実
施
議
論
の
広
が
り
が
あ
る
か
に
思

わ
れ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
二
〇
一
六
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
則
り
、
Ｅ
Ｕ
国
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
二
度
目
の
住

民
投
票
実
施
を
示
唆
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ｅ
Ｕ
国
民
投
票
は
新
た
な
政
治
的
分
断
線
を
生
み
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
予
期
と
は
異
な
り
住
民
投
票
へ
の
機
運
が
高
ま
る
と
い
う

よ
り
、
む
し
ろ
二
〇
一
七
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
で
は
長
年
低
迷
し
て
い
た
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
党
へ
の
票
が
回
復
し
た
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド

ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ラ
フ
リ
ン
は
「
国
制
的
な
観
点
で
い
え
ば
私
た
ち
は
非
常
に
不
確
実
な
時
代

に
生
き
て
い
）
65
（
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
不
確
実
性
に
加
担
す
る
ス
コ
ッ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ゆ
く
え
に
関
し
て
も
確

定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
。

　
マ
ク
ハ
ー
グ
と
ミ
ッ
チ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
二
度
目
の
住
民
投
票
実
施
を
可
決
し
た
場
合
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
議
会
の
国
制
的
権
限
を
問
う
訴
訟
が
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
第
五
〇
条
の
発
動
と
議
会
の
承
認
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判

決
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
の
楽
観
主
義
と
は
対
照
的
に
、
司
法
的
国
制
に
対
峙
し
た
場
合
の
政
治
的
国
制
の
脆
弱
性
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
世
論
が
圧
倒
的
に
二
度
目
の
住
民
投
票
を
望
ん
だ
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
そ
れ
を
阻
止
す
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る
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
と
い
）
66
（
う
。

　
著
名
な
法
学
者
で
あ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
も
深
く
関
わ
っ
た
ニ
ー
ル
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
関
係
を
論
じ
た
『
主
権
を
問
う
』（Q

uestioning Sovereignty

）
を
次
の
言
葉
を
も
っ
て
擱
筆
す
る
。「
一
般
原
則
は
具
体
的
な
ケ
ー
ス

を
解
決
し
な
い
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
の
解
決
は
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
哲
学
者
は
他
の
人
よ
り
大
き
な

声
や
票
を
も
っ
て
い
な
）
67
（

い
」。
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